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AI for Science を支える研究データの管理・利活用と流通の在り方について
(審議まとめ)概要

資料○－○

背 景

AI技術の進展とデータ駆動型科学の深化による研究パラダイムの転換と研究データの重要性が飛躍的に向上

分野・機関別にデータ管理が進む中、AI for Science の進展により、分野横断的なデータ利活用に向けて、データ流通、基盤の高度化が鍵

２．必要性（背景・政策動向）

３．実施状況（現状と課題）

○AI for Science の推進に向けた基本的な戦略方針
（R8.3）や第7期科学技術・イノベーション基本計画（R8.3）
‐AI for Science の本格的な推進を見据えた中長期的な視
点での基盤整備・運用が重要

‐研究設備・機器等、研究データ、計算資源、ネットワーク、人
材・運用体制の相互連携が鍵

 
現 状 ニーズ・課題

情報
流通
基盤

・全国1000以上の機関へ
の超高速・大容量の安定的
通信提供

✓APN等の最先端技術を活用した大容量・低消費電力等対応
✓研究プロセスを同時並行的につなぐ基盤への進化

研究
データ
基盤

・我が国の中核的な研究
データ基盤として位置づけ
・ルール等のデータエコシス
テム構築に向けた環境整備

✓国際動向を踏まえた我が国の研究ポータル構築
✓AIエージェントなどAI活用を安全に実現できるデータ空間
✓分野を横断したデータ基盤の整備
✓オープン・アンド・クローズ戦略を技術的に可能とする基盤

セキュ
リティ

・国立大学に対するSINET
上の挙動通信検知、人材育
成（NII-SOCS）

✓支援対象拡大に伴うコスト・運用リソース確保
✓認証基盤の強化、計算資源等との接続

【欧米諸国】
・研究拠点、大型研究施設、計算資源等を結ぶ高信頼性・大容量のネットワークを整備
・国内外の研究機関間での連携や、国際共同研究における基盤として活用

情報流通基盤 研究データ基盤 AI活用基盤 分野からの期待

-APN等の最先端技術を活用し
た大容量・低消費電力等の基盤

-
構造化、標準化等）

-実験・シミュレーション・知識
生成を一体的に扱う環境

-分野横断的なメタデータ標準化
や統合基盤の構築

-セキュリティやアクセス制御に
係る基盤機能の強化

-オープン・アンド・クローズ戦
略を可能とする基盤

-効率化を超えて研究活動全
体の質を高める基盤

-AIによる自動構造化の導入（AI
アシスト）

-NTN等のモバイル環境の充実 -民間データ活用や企業との
共同研究を前提とした基盤

-AIの利用に伴う判断過程の
透明性や信頼性の確保

-分野横断での知見共有や人材
育成を促進する仕組み構築

（本資料は○○省内限りの情報を含む。取扱いに注意すること。）

５．ニーズ等

AI for Science に即応するべく、実験基盤、AI統合型の研究データ基盤、計算資源、情報流通基盤の一体的な接続・連携等に向けた次世代情報基盤の
在り方を整理

・研究データは単なる研究の副産物ではなく、新たな知を生み
出すための基盤的資源へと変化
・社会課題の複雑化・高度化に伴い、異分野・産学官連携を通じ
たデータ共有・流通が重要
・データ利活用が先行する研究分野におけるAIを活用すること
による知見統合が、研究成果創出を左右する可能性
→研究データのライフサイクル全体を見据えた次世代情報基
盤整備が不可欠

６．AI for Science 推進への対応

・EOSC（欧州）による分野、国境を越えた研究データ共有・利活用のための共有基盤
を整備。各国ストレージや計算資源アクセスのための結節点として機能
・米国ではＤＯＥやＮＳＦにおいて、国主導の研究基盤整備が進展
（AmSC、CloudBANK）

【国内】
・共用実験基盤、研究データ基盤・分野データベース、富岳を含むHPCI等の計算基盤、
SINETの各基盤の整備が我が国の強みである一方、各基盤間におけるデータ連携・
集約、統合的な活用は課題

・通信環境は「研究活動の動脈」として研究活動を支える基盤であるた
め、SINETの大容量化および高信頼化は最重要課題
・研究設備・機器、研究データ基盤、計算資源の相互連携に向けた認証
技術および認証基盤の高度化を通じた研究データ基盤の高度化

（１）付加価値の最大化
を実現するネット

     ワークの整備

✓大容量化・低遅延化・低消費電力・高信頼化、AI時代における通信量増加にも耐え得る構成に高度

化及び国際ネットワークとの接続強化により国際共同研究を支える基盤としての機能拡充

✓APNやNTN等の技術動向も踏まえ、ユーザーニーズに応える社会インフラとしての付加価値向上

✓公私立大学へのNII-SOCS展開等、学術分野全体におけるサイバーセキュリティ対策を底上げ

研究データの流通そのものが新たな付
加価値を生み出す次世代情報基盤とし
て刷新し、研究のスピードと質を向上

分野にとらわれずすべての研究者がAI 
for Science に対応した環境下での
研究を可能に

 
AI for Science に対応した研究デー
タの管理・利活用を実現し、研究者の研
究プロセスを総合的に支援

✓AI for Scienceに対応した分野横断的なデータ活用を可能にする研究者の研究プロセスを総

合的に支えるAI統合型の研究データ基盤による研究データ空間の確立及び分野データベースの

高度化

✓AI学習や新たな知の創出に資するダークデータやネガティブデータなどのデータセットを構築

「AI for Science の推進に向けた基本的な戦略方針（R8.3）」等においても、研究設備等、情報基盤、人材・運用体制の相互連携が重要と指摘

現状と課題

✓実験基盤、研究データ基盤、計算資源を一体的に活用できる環境構築に向け、共通認証基盤の構築

による研究者・研究機関、研究設備等、データ、計算資源を信頼性高く結節するパイプラインを整備

（２）研究プロセスを
支える新たな研究
データ基盤の構築

（３）計算資源等との
一体的な接続・

     連携、認証強化

次世代情報基盤の方向性

国内外の動向
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